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節電対策の検証について申入れ

お粗末な熱中症対策！職員の健康度外視の節電対策を検証すべき！
安全衛生無視を発端とした労務統括官の謝罪にもかかわらず、職員の健康管理は二の次！

自治労県職労は10月14日、労務担当課長に対して、「節電対策の検証について」申入れを行ないました。

前号の「くりえいてぃぶ」に掲載したとおり、今夏の節電対策で、冷房の抑制によって「少し」を含め42.2％が、「体調が悪くなった」と回答しています。

　一方当局は、10月17日の震災対策特別委員会に、「県施設における使用最大電力の状況（7～9月）」（暫定値）を報告し、庁舎系施設で29.0％、平均で24.3％と、県施設全体で15％の電力抑制目標を大きく上回る実績を上げたとしています。

　十分な準備期間がない中で、節電方法も試行錯誤だったことは一定理解できますが、問題なのは、「職員の健康」への配慮が、全くと言っていいほどなされていなかったことです。

自治労県職労は、「節電こそが最優先」、「節電のためなら職員の健康は犠牲にしてもいい」という「節電ファシズム」的な姿勢は容認しません。

今後、当局交渉、安全衛生委員会の場で、この問題の原因究明と責任追及を行い、職員の健康維持と両立できる「節電対策」の策定を提起していきます。
節電対策の検証について（申入れ）

１．職員の労働安全衛生について

（１）7月7日付で当局に対し熱中症対策について申入れ、その実施を確認したにもかかわらず、自治労県職労の調査では、温度・湿度計の設置は6割、その定時計測は2割強、扇風機の配置は4割強、臨時を含めた休養室の設置は2割弱で、熱中症対策が実施されたとはいえない状況である。

明らかに約束違反であり、労働安全衛生法の精神に反する行為である。有効な熱中症対策が実施されなかった原因とその責任の所在を明らかにすること。

（２）今夏の節電対策が、職員の労働安全衛生に与えた影響を検証するために、早急に安全衛生委員会を開催すること。

（３）節電対策は、職員の労働条件、労働安全衛生に直結する問題であり、今後節電対策等の実施にあたっては、組合との事前協議と合意を前提とすること。

２．今夏節電対策の実効性について

（１）県施設で実施した節電対策について、その効果を個別具体的に検証すること。

（２）特に、「ランチシフト」が全社会的に電力消費のピークカットに寄与しているか、具体的なデータをもとに明らかにし、貢献度が低い場合は、今後実施しないこと。

（３）また、職員や来庁者の健康や安全に影響を与える、冷房、照明、エレベータ運行の制限が、節電にどの程度影響するか、具体的なデータを明らかにすること。

３．業務に関する検証について

（１）「ランチシフト」について、「業務に支障があった」という意見が多いことから、その実態を検証すること。

（２）「ランチシフト」実施所属の昼休みの勤務割り振りを明らかにすること。

（３）照明の節電により、「業務に支障があった」という意見が多いことから、その実態を検証すること。

（４）節電対策のために、定時退庁、休暇の取得が奨励されていたにもかかわらず、予算や監査等の業務が削減されていないという意見が多いことから、その実態を検証すること。

４．提言

（１）ソーラーパネルの設置をはじめとし、県施設に自家発電設備を設置すること。
全単組が現給保障の堅持を求める

県労連人事委員会支部代交渉（10月14日）
県労連は10月14日、県人事委員会と勧告期の要求交渉を行いました。

冒頭、県労連加藤議長は、「国の勧告の遅れ等により、例年この場で提出している署名を取り組む時間がなかったので、職場代表の発言で現場組合員の思いを伝えたい。今年の人事院勧告の取り扱いについては様々の考えがあるが、その中身は、第三者機関としての責務を果たしていないといわざるを得ない。月例給や一時金について、論理の恣意的な使い分けをしており、勧告には違和感がある。組合としては危機感を持っており、本日の要求についてしっかり受け止めていただきたい。」と挨拶しました。

阿部事務局長が要求項目を説明し、その後、５単組の代表から職場実態や勧告にあたっての要望等を発言しました。

人事委員会事務局長は、「要求書の内容は人事委員会に伝える。本県の実状を踏まえ、人事院勧告、他府県の状況を参考に、情勢適用の原則、均衡の原則に基づき、第３者機関としての役割を果たして行きたい」、と述べました。

　最後に加藤議長は、「震災が国の勧告に影響を与えているが、そういう意味でも、国の勧告の単純な引き写しで神奈川の状況に適合するのか。高齢層をターゲットにした賃金引下げが行われているが、賃金は民間準拠というが人事制度はどうなのか。高齢層の生活設計、働き方をトータルで考えるべきだ」と発言し、この日の交渉を締めくくりました。
自治労県職労代表発言要旨

「現給保障」の廃止は、この間の高齢層を中心とした俸給表のマイナス改定、55歳超職員の1.5％一律削減とあわせて考えれば、高齢層を狙い撃ちにした賃金引下げで、人事院による組織的パワーハラスメントとさえ言える。

現在神奈川県では、50歳台のほとんどの職員は、現給保障を受けており、現給保障額は、1万円台から3万円台が中心と思われる。

現給保障を受けている職員は、2006年の給与構造見直しによって、長期にわたって、事実上の昇給延伸となり、その時点で相当の精神的ダメージを受けている。本人には何の落ち度もないのに、突如昇給がなくなり、5年経ったら、今度は、数万単位の賃下げが行われる。それでも「一生懸命働こう」とは、私には言えない。

現給保障の廃止が、職員の士気や、県民サービスにどのような影響を与えるか、神奈川県のおかれている状況をお考えいただいて賢明なご判断をお願いしたい

災害や計画停電時の退勤時特別休暇について、

年休の少ない非常勤職員（4月はゼロ）や、育児や介護のために、ただでさえ年休が貴重な職員も、安心して出勤し、精一杯働ける環境を整備されるよう要請する。
投 稿～職員意識調査回答期限を延長する前に
　「人事制度等に関する職員意識調査」の回答締め切りが再び延長されて10月14日になった。当初の締め切りが9月30日だった。それが、回答が少ないからか。10月7日までに回答期限が延長された。そして再び10月14日まで延長された。理由は回答が集まらないということ以外ないだろう。

　ここで調査実施者は考えなくてはならない。なぜ、回答が寄せられないのか、と。

　回答期限を延ばすことぐらいしか思いつかない怠惰で愚鈍な人材課に代わって私が考えた。

　第一に回答者属性が詳細に過ぎる。年代・性別はよいとしても所属まで問うのは行きすぎだ。年代・性別・職種・所属ときたら回答者が特定できる。職員数が少ない所属では、はっきり回答者がわかる。人材課は回答者が誰かなど詮索しないというだろう。しかし、誰も信用しない。こんなことを書いた奴は誰だ、なんて詮索するような面倒なことは現実にはないだろう。にもかかわらず、万一本当のことを書いて後で裏から嫌がらせを受けるのではないかという疑いを拭えない。また、「誰だ、こんなことを言う奴は」といいかねない県幹部が存在することも回答をためらわせる。

　第二に設問が多すぎる。８１問である。周囲には、やりだしたけど面倒になって途中でやめたという者がいる。

　設問内容についても検討したいが、置いといて、ここでは結論だけ書く。

　回答が少ない、という事実がこの意識調査への我々県職員の回答である。これに答えたからといって何が変わるのか、という無力感・諦念が無言の抗議として、あえて言わせてもらえれば回答拒否の態度となっているのである。

　「働きがいのある職場づくりや人事制度の構築活用」するそうだが、まったく信用できない。「てめぇたちの都合のいい制度を作るのに利用するだけじゃねぇか」とみな思ってるはずだ。実際、昨年導入されたキャリアプラン作成、昇進のための研修制度導入など職員の負担が増えただけである。こんなの自分の手柄にしたくて人材課の人間が好きに作っただけじゃないか。キャリアプランは４，５年前に民間で話題になったのをパクッただけだろうが。転職でステップアップを目指す人、市場価値を高めたい人以外必要ないだろうが。県庁でずっと働き続けるつもりの人間にはまったく不要だ。

　ここは、いったん中止して仕切りなおしすべきだろう。そして、回答してほしければ、回答者属性を性別ぐらいにして設問は三つ。「代わってほしい上司の固有名詞（複数回答可）」「キャリアプランシート作成を続けることの可否」「昇進のための研修制度の可否」。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































